
大学間連携共同教育推進事業 

ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり共同教育プログラム 

④グローバル教育推進プログラム 

a)ショートステイコース実施による日本人学生のグローバル教育 

 

平成 28 年度 シラバス 
 

1 名 称 Fukushima Ambassadors Program＋ 福島の学生と世界の留学生が英語で共に学ぶ福島の未来 

2 計 画 者 
所属 福島大学 経済経営学類 職名 助教 

氏名 マクマイケル ウィリアム 

3 協力する教員 
所属 会津大学 グローバル推進本部 国際戦略室 職名 准教授 

氏名 川口 立喜 

4 対象となる学生 
学 年 制限なし 

専攻分野等 制限なし 

5 目的とねらい 

福島大学の海外協定校から留学生を約 2 週間の短期プログラムに招聘し、本県の学生との協働

学習を通じて、被災地福島の直面する諸課題について理解を深める機会を提供するものである。

本科目のねらいは「3.11 の被災地福島の復興」について参加学生が世界規模で物事をとらえる

力を身に付けることであり、ひいては本事業「強い人材」における「情報受信発信力」の獲得

のほかに、地域における「課題発見力」を獲得することが出来る。 

6 具体的な計画 

実施時期 内  容 

７月３１日～８

月１０日 

トルコ、アメリカ、ドイツなどから留学生２０名を招き、２週間の短期留

学プログラムを実施 

平成２９年１月

中旬 

アメリカ、ドイツ、オーストラリア、中国などから１０名の留学生を招き、

２週間の短期留学プログラムを実施 

  

  

  

  

7 

内容と 

期待される 

学修成果 

 内  容 期待される学修成果 Step 

基本的な姿勢 

地域人材の意見を英語に翻

訳した講義、被災地の視察、

外国人留学生とのグループ

ワークを行う 

① 異なる文化との協調・協働力 

② 物事を多角的・多面的に考察する力 

③ 自身の考えを、行動に移せる力 

を育むことを目指す。 

４ 

課題探究力 

最終日に留学生とのグルー

プワークを終日行い、２週

間のプログラムの中で学ん

だことの振り返りを行う 

地域や学内外での対外的な共同活動（グ

ループワークなど）の中で発見した様々

な疑問点を教員に提示する事ができるよ

うになる。 

３ 

課題解決力 

警戒解除準備区域や被災

地、仮設住宅でのボランテ

ィア活動を行うことで、PBL

学習を行う 

地域や学内外の現場において、具体的な

成果を実現するための活動に自らの目的

を有し、自発的に取り組むことができる

ようになる。 

４ 

情報受信力 

情報発信力 

最終日に、プログラム後自

分たちができる情報発信方

法などについて各自発表を

させる 

学内外の自らとは年齢や背景が異なる

人々に対して地域や学内外における活動

を通じて気がついた発見や現場の課題を

説明することができるようになる。 

４ 

つなぐ力 

導く力 

留学生、日本人学生が共に

協働し、被災者、科学者、

政府関係者、ＮＰＯ団体代

表など、様々な「異文化」

同士と意見を述べ合い交流

する 

自ら課題と目標を設定し、複数の他者を

共同活動に巻き込み、課題を解決したり

目標を達成することができるようにな

る。 
４ 
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目指す 

学修成果 

 
8 関連する科目  
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基本的な姿勢 

課題探求力 

課題解決力 

情報受信力 情報発信力 

つなぐ力 

導く力 
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